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Fig．9　Sensor　View　Angle　Characteristics　by　the
　　　Point　Laser　Source．
　　　（a）Flat－edge　sensor（Pitch　angle）
　　　（b）Beveled－edge　sensor（Pitch　angle）
　　　（b）Beveled－edge　sensor（Yaw　angle）
Fig．10　Sensor　View　Angle　Characteristics　by　the
　　　　Blackbody　Furnace．
　　　　（a）Flat－edge　sensor（Pitch　angle）
　　　　（b）Beveled－edge　sensor（Pitch　angle）
　　　　（b）Beveled－edge　sensor（Yaw　angle）
状光束の半頂角が約15度であることに起因しており，
Fig．9の結果と光束の半頂角から理論的に推定される
受光角度幅ともほぼ一致することから，Fig，9が本セ
ンサーの受光角度特性と判断された．
4．2　光ファイバーセンサーの総合的受光率
黒体炉検定装置において，2種のセンサーをそれぞ
れ約20mの光ファイバーケーブルおよび光ファイ
バー温度計と接続した場合，およびセンサーを接続し
ないで直接光ファイバごケーブルの端面を受光部とし
た場合をそれぞれ比較することによってセンサーの受
光率を調べた．Fig．11は光ファイバー温度計で計測さ
れた輻射エネルギー強さと黒体炉が放射する輻射エネ
ルギー強さの比を示す．実験では，4種の波長につい
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Fig。11　Decrement　of　RadiatiQn　Energy　Received
　　　　by　Sensors．
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Fig．12　Relation　between　OFT－output　and　Radia－
　　　　tiOn　IntenSity．
て黒体炉温度を3通り変化しており，Fig．11上段は光
ファイバーケーブル単体の輻射エネルギー通過率，中
段は平坦先端型センサーの場合，下段は傾斜先端型セ
ンサーの場合を示す．なお，これらの値は，黒体炉検
定装置の集光レンズにおける輻射エネルギー減衰率の
補正を行っている．
　図から判るように，輻射エネルギー通過率は，黒体
炉温度および波長にほとんど依存せず，平均値はそれ
ぞれ上から順に，0．932，0．693および0．419であった．
すなわち，輻射エネルギー強さは，約20mの光ファイ
バーケーブルにおいて6．8％減衰し，同ケーブルと平坦
先端型センサーの組み合わせでは30．7％，また同ケー
ブルと傾斜先端型センサーの組み合わせでは58．1％減
衰している．これらの減衰の原因として考えられるこ
とは，第一に，センサー受光面における表面反射，第
二にサファイヤセンサー内部における内部散乱，第三
に接続部における散乱である．傾斜先端型が平坦先端
型より減衰率が大きいのは，センサー受光面が曲率を
有すること，および傾斜面における全反射率が100％で
ないことなどに起因している．
　Fig．12は光ファイバー温度計システムの総合的光
伝送特性を含んだ傾斜先端型センサーの受光特性，す
なわち，光ファイバー温度計出力と黒体炉温度から計
算される輻射エネルギー強さとの関係を，950nm，800’
nmの赤外字2波長，および700nm，600nmの可視域2
波長について，実験点と太い最小自乗近似直線で示す．
この関係は一般的ではなく，センサー受光面の汚損状
態にも依存することが既に知られている3）．センサー
および光ファイバーケーブルに依存しない本システム
の一般的な両者の関係は，Fig．11下段に示した総合的
通過率の逆数をそれぞれの勾配に掛けることによって
得られるFig．12の細い4本の直線関係である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　」
5．む　す　び
　本報告では，センサー受光部の再生研磨方法を確立
するとともに，光ファイバー温度計による高精度火炎
温度計測を実現するため，黒体炉検定装置ならびに半
導体レーザ光源検定装置を製作し，これらを用いてサ
ファイヤセンサー受光部の形状とその受光角度特性，
センサーおよび光ファイバーケーブルの光伝送特性な
どの基本的特性を明確にした．
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